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男性
41.0％

女性
59.0％

2012年度
14,746億円

生活者起点での健康食品・サプリメント市場  実態 〜インテージ 健康食品・サプリメント市場実態把握レポートより〜

健康食品・サプリメントの推定市場規模は1兆4,746億円。潜在ポテンシャルは現在の2倍以上。 健康食品・サプリメントの利用ニーズは「QOL改善」と「予防」。

健康食品・サプリメント市場を支えるのは女性40代以上。

株式会社インテージでは、2012年8月に、生活者起点

での健康食品・サプリメント市場の実態を捉えるための自

主企画調査を行い、「健康食品・サプリメント市場実態把握

レポート」としてまとめました。ここではその中から、いくつ

かのトピックスをご紹介いたします。

健康食品・サプリメントの推定市場規模は、1兆4,746

億円であり、性別では男性が41.0％の6,045億円、女性

が59.0％の8,701億円でした。健康食品利用推計人口は

5,327万人であり、男性が46.7％の2,490万人、女性が

53.3％の2,837万人でした。

今回の調査では、健康食品・サプリメントの潜在市場規

模は3兆5,732億円、現在の市場規模の2倍以上に成長

できるポテンシャルがあると推計されました。

今回の調査では、生活者・消費者視点から45種類のヘ

ルスベネフィット（カテゴリー）を定義し、各々についての市

場規模を推計しました。最も大きなカテゴリーは「美肌・肌

ケア」で、以下「健康維持・増進」が続きます。1,000億円

を超えるカテゴリーはこの2カテゴリーのみでした。上位カ

テゴリーを見てみると、関節、疲労、目、整腸などQOL改善

のために健康食品を利用するニーズは強く、また「健康維

持・増進」「栄養バランス」「抗酸化・老化予防」「血液サラ

サラ」といった予防へのニーズも強いことがわかります。

一方で、今回の調査では、原料（成分・素材）の視点から

も浸透度や効能理解を聴取しています。全体の調査結果で

は、乳酸菌・ビフィズス菌の摂取意向が高く、今後の市場拡

大が期待できることや、コラーゲンの人気も根強いことが

わかりました。意外な結果として、DHA・EPAの認知率が予

想以上に低く、特に女性の認知が低いこともわかりました。

さらに、新規性のある成分においては、アスタキサンチ

ン、オルニチンなどはある程度認知されているものの効

能理解率はまだ不足していました。シトルリンやレスベラト

ロールに至っては認知率が一桁台であり、一層の啓蒙活

動が必要であることがわかります。

「インテージ健康食品・サプリメント市場実態把握レポー

ト」では、性別・世代ごとの原料ブランディングの現状をわ

かりやすく一覧にしています。これらをご覧になると、意外

かつ興味深い発見があるのではないでしょうか?

レポートの詳細については、下記連絡先までお問い合わ

せください。

■ヘルスベネフィット（カテゴリー）別市場規模（金額）
ランキング上位15位

市場規模/年（億円）

美肌・肌ケア  1,674 

健康維持・増進  1,450 

関節の健康  910 

疲労回復  859 

栄養バランス  815 

目の健康（ドライアイ対策を除く）  761 

抗酸化・老化予防  610 

減量（とにかく体重を落とす）  579 

整腸・便秘の改善  551 

血液サラサラ  503 

痩身（スタイル良くスリムになる）  499 

体脂肪の抑制  411 

首・肩・腰のハリ・コリ・痛み対策  351 

骨の健康  350 

高血圧予防・改善  311 

■市場規模推計（金額）

■年代別推計 〈1年以内健康食品利用人数（人）×1人あたり年間購入金額（円）〉

世代別・性別で金額と人数の市場規模をみると、いくつ

か興味深い発見があります。

たとえば最も利用者が多いのは女性60代の528.6万

人、次いで女性40代の507.8万人、男性40代の462.1

万人であり、一人あたり年間購入金額が高いのは女性60

代の44,177円、次いで女性70代の43,008円、男性70

代の40,082円になります。女性50代よりも男性70代の

方が購入金額が高いことは、高齢者ユーザーの存在が大

きいことに気付かせてくれます。

また、横軸に1年以内健康食品利用人数（人）、縦軸に

一人あたり年間購入金額（円）をとってグラフにすると、１

年以内健康食品利用人数が多く、一人あたり年間購入金

額も多いのは、女性60代を筆頭に、女性40代以上で占め

られていることがわかります。

健康食品・サプリメント市場実態把握レポート

■調査概要 調  査  方  法 ： インターネット調査
 調  査  地  域 ： 全国
 調 査 対 象 者 ： インテージネットモニター 15〜79歳の男女個人
 有 効 回 答 数  ： スクリーニング 20,276s（母集団に準拠して割付）、本調査 4,029s（健康食品現在使用者）
 調  査  期  間 ： スクリーニング 2012/08/09〜2012/08/13、本調査 2012/08/28〜2012/08/31
 調査実施機関 ： 株式会社インテージ

■レポート概要 発 行 日 ： 2012年11月30日
 調 査・編 集 ： 株式会社インテージ ヘルスケア事業本部 ヘルスケア事業推進部
   〈担当〉春山 祥一 見山 公一 〈連絡先〉 intconsul＠intage.co.jp
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健康食品の歴史的起源は日本の食文化にある。しじみやすっぽん、高麗人参など民間伝承で身体に良いと言われてきたものが、戦前や戦後に広まり
源流を形作った。加えて、ビタミンから派生した米国やドイツの栄養学が輸入され、さらにすそ野を広げていった。一方で一般食品とは異なる意図や
用途を持つため、業界の動きは非常にダイナミックで、反面では行政サイドの厳しい取締りに直面するなど、玉石混淆の状態も続いてきた。過去50年の
歴史を年表で振り返るとともに、大きく3つの時代に分けて考察する。

第Ⅲ期 調整の時代（2006 〜 2012 年） 第Ⅱ期 成長の時代 （1984 〜 2005 年） 第Ⅰ期 混沌の時代（1971 〜 1983 年）

社
会
、
行
政
の
動
き

健
康
関
連
業
界
と
市
場
の
動
き

健康食品業界の歴史的考察

解
説

１
９
７
１
年

厚
生
省
が「
無
承
認
無
許
可
医
薬
品
の
指
導
取
締
り
に
つ
い
て
」（=

４６

通
知
）を
地
方
自
治
体
等
に
通
知
。医
薬
品
と
食
品
の
区
分
が
明
文
化

さ
れ
る
。

１
９
７
６
年

通
産
省（
現
：
経
済
産
業
省
）が
訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
の
無
店
舗

販
売
を
規
制
す
る「
訪
問
販
売
等
を
規
制
す
る
法
律
」（
現
：
特
定
商
取

引
法
）を
施
行
す
る
。

１
９
７
８
年

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が「
健
康
食
品
―
そ
の
問
題
点
を
考
え
る
」を
刊
行

し
、健
康
食
品
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

１
９
８
２
年

ク
エ
ン
酸
の
薬
効
の
表
示
を
め
ぐ
り
、薬
事
法
違
反
を
争
っ
た「
つ
か
れ
酢

裁
判
」に
つ
い
て
、最
高
裁
は
上
告
を
退
け
有
罪
が
確
定
。以
後
、こ
の
判

例
が
薬
事
法
違
反
を
取
り
締
ま
る
根
拠
と
な
る
。

１
９
８
４
年

厚
生
省
が「
無
承
認
無
許
可
医
薬
品
の
指
導
取
締
り
の
徹
底
に
つ
い
て
」

を
通
知
。健
康
食
品
の
体
験
談
等
へ
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ
る
。

厚
生
省
内
に「
健
康
食
品
対
策
室
」（
現
：
新
開
発
食
品
保
健
対
策
室
）が

新
設
さ
れ
、規
制
に
加
え
て
、一
部
産
業
育
成
の
方
針
も
加
わ
る
。

文
部
省
が
食
品
の
機
能
性
を
研
究
す
る
研
究
班
を
立
ち
上
げ
、約
６
億

円
の
予
算
を
か
け
て
３
年
間
の
研
究
が
行
わ
れ
る
。こ
の
研
究
を
通
じ
て
、

食
品
に
生
体
調
節
機
能
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り「
機
能
性
食
品
」

の
名
称
で
研
究
が
続
く
。

１
９
９
１
年

厚
生
省
が
、機
能
性
食
品
の
研
究
成
果
を
受
け「
特
定
保
健
用
食
品
制

度
」を
創
設
す
る
。

１
９
９
７
年

厚
生
省
が「
成
人
病
」を「
生
活
習
慣
病
」に
改
称
す
る
。

厚
生
省
が「
ビ
タ
ミ
ン・
ミ
ネ
ラ
ル
」や「
ハ
ー
ブ
」の
剤
型
規
制
を
段
階
的

に
緩
和
し
、健
康
食
品
に
錠
剤
・カ
プ
セ
ル
を
用
い
る
こ
と
が
実
質
的
に
許

可
さ
れ
る
。

２
０
０
１
年

厚
生
労
働
省
が「
保
健
機
能
食
品
制
度
」を
発
足
す
る
。こ
れ
ま
で
の
特
定

保
健
用
食
品
に
加
え
、ビ
タ
ミ
ン
な
ど
に
つ
い
て
、一
定
量
含
有
な
ど
の
規
格

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、機
能
を
表
示
で
き
る「
栄
養
機
能
食
品
」が
新
設
さ
れ
る
。

２
０
０
３
年

景
品
表
示
法
が
改
正
さ
れ
、合
理
的
根
拠
な
く
表
示
を
行
う
こ
と
を
禁

じ
る「
不
実
証
広
告
規
制
」が
導
入
さ
れ
る
。

健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
、食
品
の
健
康
保
持
増
進
効
果
に
関
す
る
誇

大
広
告
な
ど
を
規
制
対
象
と
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

米
国
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）が
発
生
し
、健
康
食
品
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
カ
プ
セ
ル
に
大
き
な
影
響
が
出
る
。

２
０
０
５
年

新
し
い
特
定
保
健
用
食
品
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。一
定
の
有
効
性
が
確
認
さ

れ
た
も
の
に
表
示
を
認
め
る「
条
件
付
き
特
保
」と
既
存
の
許
可
件
数
が

多
い
も
の
に
つ
い
て
、審
査
を
簡
略
化
す
る「
規
格
基
準
型
特
保
」が
創
設

さ
れ
る
。ま
た
、カ
ル
シ
ウ
ム
と
葉
酸
に
つ
い
て
、疾
病
リ
ス
ク
低
減
表
示
が

認
め
ら
れ
る
。

中
国
製
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
で
死
亡
例
を
含
む
健
康
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
る
。

２
０
０
６
年

厚
生
労
働
省
が
ア
ガ
リ
ク
ス
の
一
部
製
品
に
発
が
ん
促
進
効
果
を
指
摘
し

て
、自
主
回
収
と
な
り
、健
康
食
品
の
安
全
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

２
０
０
７
年

厚
生
労
働
省
が「
さ
ら
さ
ら
」「
ふ
し
ぶ
し
」な
ど
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
大
手
企

業
の
商
品
名
称
に
つ
い
て
、薬
事
法
違
反
の
疑
い
で
変
更
を
求
め
た
こ
と

が
事
務
連
絡
で
明
ら
か
に
な
る（
４・
１３
事
務
連
絡
）。

厚
生
労
働
省
が
健
康
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
検
討
会
を
設
置
す
る
。

２
０
０
８
年

厚
生
労
働
省
が「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
改
善
が
健
康
目
標
と
な
る
。

２
０
０
９
年

自
民
党
か
ら
民
主
党
に
政
権
交
代
。消
費
者
庁
が
発
足
す
る
。発
足
直
後

に
、特
定
保
健
用
食
品
の
代
表
的
な
商
品「
エ
コ
ナ
」を
め
ぐ
る
安
全
性
問

題
が
起
こ
り
、花
王
は
エ
コ
ナ
の
特
保
を
自
主
失
効
返
上
し
、販
売
中
止

と
す
る
。

消
費
者
庁
が
エ
コ
ナ
問
題
を
契
機
に「
健
康
食
品
の
表
示
に
関
す
る
検
討

会
」を
発
足
さ
せ
る
。Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
か
ら
宮
島
和
美
委
員（
フ
ァ
ン
ケ
ル
会
長

〈
下
写
真
中
央
〉）が
出
席
す
る
。

２
０
１
３
年

消
費
者
委
員
会
が「
健
康
食
品
表
示
に
関
す
る
建
議
」を
公
表
。消
費
者

庁
や
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
、誇
大
広
告
の
取
締
り
強
化
や
安
全
性
の

確
保
な
ど
求
め
た
。

１
９
６
７
年

全
国
健
康
食
品
協
会
が
発
足
。（
合
併
を
経
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
日

本
健
康
自
然
協
会
に
）

１
９
７
５
年

酢
酸
菌
を
紅
茶
で
培
養
す
る「
紅
茶
キ
ノ
コ
」が
身
体
に

い
い
と
大
ブ
ー
ム
に

１
９
７
７
年

「
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
」「
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器
」が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

１
９
８
３
年

「
ビ
タ
ミ
ン
バ
イ
ブ
ル
」（
著
者
：
ア
ー
ル・ミ
ン
デ
ル
）が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
、ビ
タ
ミ
ン
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
人
気
と
な
る
。

社
団
法
人
日
本
通
信
販
売
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
）が
会
員

社
１
９
３
社
で
発
足

１
９
９
２
年

魚
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）に
脳
機
能

を
活
性
す
る
効
果
が
あ
る
と
し
て
ブ
ー
ム
と
な
る
。農
林

水
産
省
の
実
験
結
果
の
発
表
が
き
っ
か
け
。

日
本
健
康
食
品
研
究
会
な
ど
が
母
体
と
な
り
、財
団
法
人

日
本
健
康
・
栄
養
食
品
協
会
が
発
足
す
る
。

１
９
９
３
年

杜
仲
茶
の
血
圧
低
減
効
果
が
知
ら
れ
、ブ
ー
ム
と
な
る
。

（
杜
仲
茶
は
そ
の
後
、特
定
保
健
用
食
品
の
許
可
を
受
け

た
商
品
も
出
る
）

１
９
９
７
年

赤
ワ
イ
ン
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
抗
酸
化
作
用
に

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る
と
ブ
ー
ム
に
な
る
。

１
９
９
９
年

通
販
健
食
市
場
で
価
格
競
争
が
激
化
。ま
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
展
開
も
始
ま
り
、ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
低
価
格

化
に
拍
車
が
か
か
る
。

２
０
０
０
年

ザ
ク
ロ
に
含
ま
れ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
、更
年
期
障
害
な
ど

を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
と
話
題
と
な
る
。

メ
ー
カ
ー
や
異
業
種
か
ら
の
通
信
販
売
を
チ
ャ
ネ
ル
と
し

た
健
康
食
品
市
場
へ
の
参
入
が
増
加
す
る
。衛
星
放
送
な

ど
で
の
テ
レ
ビ
通
販
で
の
紹
介
も
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

２
０
０
４
年

コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
１０
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
効
果
が
テ
レ
ビ
な

ど
で
紹
介
さ
れ
、ブ
ー
ム
と
な
る
。

２
０
０
７
年

「
発
掘
！
あ
る
あ
る
大
事
典
Ⅱ
」が
放
送
し
た
納
豆
の
ダ

イ
エ
ッ
ト
効
果
の
デ
ー
タ
が
ね
つ
造
で
あ
る
と
発
覚
。こ
の

ほ
か
、同
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
素
材
の
健
康
効
果
で
も
ヤ

ラ
セ
が
分
か
り
、番
組
が
打
ち
切
り
と
な
る
。

２
０
０
８
年

日
本
健
康・栄
養
食
品
協
会
な
ど
業
界
８
団
体
が
連
携
す
る

「
産
業
振
興
検
討
会
」の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
部
会
が
新
設
さ
れ
る
。

２
０
０
９
年

Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
が
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
施
行
。

２
０
１
１
年

Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
が
サ
プ
リ
メ
ン
ト
登
録
制
の
第
一
回
登
録
を
行

い
、結
果
を
公
表
す
る
。

２
０
１
２
年

ト
マ
ト
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
い
い

と
ブ
ー
ム
に
。京
都
大
学
が

行
っ
た
脂
肪
燃
焼
効
果
の

研
究
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

健
康
食
品
は
公
害
や
食
品
添
加
物
な
ど
食
の
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
高
度
成
長
期
に
民
間
伝
承
の
素
材
を

中
心
に
人
気
が
広
が
っ
た
。

一
方
で
医
薬
品
的
効
能
効
果
の
標
ぼ
う
な
ど
が
問
題
と

な
り
、厚
生
省
薬
務
局（
当
時
）が
取
締
り
の
指
針
と
な
る

「
46
通
知
」を
出
し
て
、こ
の
後
本
格
的
な
規
制
を
行
う
。

悪
質
な
マ
ル
チ
商
法
や
催
眠
商
法
な
ど
、健
食
の
販
売
手
法

も
問
題
視
さ
れ
、通
産
省（
当
時
）は
無
店
舗
販
売
を
規
制

す
る「
訪
販
法
」（
現
：
特
定
商
取
引
法
）を
制
定
す
る
。

さ
ら
に
公
正
取
引
委
員
会
が「
天
然
、自
然
等
の
不
当
表

示
」を
規
制
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
。警
察
を
含
め
、行

政
の
健
康
食
品
へ
の
規
制
は
厳
し
さ
を
増
す
。

特
に
薬
事
法
違
反
事
件
の
検
挙
は
ピ
ー
ク
の
77
年
に
は

全
国
で
３
３
３
件
に
上
り
、徹
底
し
た
取
り
締
ま
り
が
続
く
。

こ
の
頃
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
素
材
や
商
品
も「
紅
茶
キ
ノ
コ
」

の
よ
う
に
、一
過
性
に
終
わ
る
こ
と
が
多
く
、市
場
の
基
盤
も

ぜ
い
弱
だ
っ
た
。

し
か
し
、行
政
や
消
費
者
団
体
か
ら
厳
し
い
指
摘
が
続
く

な
か
、先
人
の
熱
意
と
継
続
的
な
努
力
で
業
界
の
基
礎
は

徐
々
に
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

好
調
が
続
く
市
場
の
曲
が
り
角
と
な
っ
た
の
が
、06
年
の

ア
ガ
リ
ク
ス
シ
ョ
ッ
ク
。厚
生
労
働
省
が
健
康
食
品
の
代
表

的
な
素
材
ア
ガ
リ
ク
ス
製
品
の
一
部
に
発
が
ん
促
進
効
果

を
指
摘
し
、安
全
性
へ
の
懸
念
か
ら
市
場
は
一
気
に
冷
え
込

ん
だ
。07
年
に
は
同
省
か
ら「
さ
ら
さ
ら
」「
ふ
し
ぶ
し
」な
ど

の
商
品
名
に
改
善
を
求
め
る「
４・
13
事
務
連
絡
」が
出
る
な

ど
、薬
事
法
の
運
用
が
強
化
さ
れ
、業
界
全
体
に
影
響
が
広

が
る
。加
え
て
、同
年
に
は
テ
レ
ビ
の
人
気
情
報
番
組
の
健
康

効
果
が
ね
つ
造
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、番
組
は
打
ち
切
り
。

メ
デ
ィ
ア
で
は
健
康
情
報
の
扱
い
が
慎
重
と
な
り
、素
材
ブ
ー

ム
が
沈
静
化
し
て
、市
場
は
停
滞
を
続
け
る
。さ
ら
に
、特
保

の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
エ
コ
ナ
に
安
全
性
問
題
が
浮

上
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
開
催
さ
れ
た
消
費
者
庁
の
検
討
会
で

は
一
部
消
費
者
団
体
か
ら「
特
保
廃
止
」な
ど
厳
し
い
意
見

が
相
次
ぎ
、健
康
食
品
業
界
に
は
逆
風
が
続
く
。

こ
れ
を
受
け
、業
界
側
も
一
致
団
結
し
て
問
題
に
対
処
す

る
機
運
が
生
ま
れ
、バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
業
界
団
体
が
ま
と
ま
る

方
向
に
進
む
。ま
た
、大
手
企
業
で
は
商
品
の
品
質
や
安
全

性
の
確
保
だ
け
で
な
く
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
薬
と
の
飲
み

合
わ
せ
な
ど
、総
合
的
に
安
心
・
安
全
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん

だ
。ま
た
13
年
に
入
り
、北
海
道
の
特
区
で
表
示
の
新
制
度

が
導
入
予
定
の
ほ
か
、政
府
の
規
制
改
革
会
議
で
健
康
食

品
の
新
し
い
制
度
創
設
が
提
言
さ
れ
、業
界
の
期
待
を
集
め

て
い
る
。

規
制
色
が
強
か
っ
た
健
康
食
品
へ
の
行
政
の
取
り
組
み
が

大
き
く
転
換
し
た
の
は
84
年
。厚
生
省
に
担
当
部
署
が
設

置
さ
れ
、さ
ら
に
文
部
省（
当
時
）が
食
品
機
能
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
大
規
模
研
究
を
開
始
、こ
れ
が
91
年
の「
特
定
保
健

用
食
品
制
度
」の
新
設
に
繋
が
っ
て
い
く
が
、対
象
は
通
常
の

食
品
形
態
に
限
定
さ
れ
た
。錠
剤
・カ
プ
セ
ル
タ
イ
プ
の
健
康

食
品
に
つ
い
て
は
、94
年
か
ら
米
国
政
府
が
規
制
緩
和
要
求

を
強
め
、そ
の
結
果
、健
食
で
使
え
る
成
分
の
区
分
整
理
が

進
ん
だ
ほ
か
、剤
型
規
制
は
実
質
的
に
撤
廃
さ
れ
る
。機
能
表

示
に
つ
い
て
は
、01
年
に
栄
養
機
能
食
品
制
度
が
設
け
ら
れ
、

ビ
タ
ミ
ン・ミ
ネ
ラ
ル
に
一
定
の
機
能
表
示
が
認
め
ら
れ
る
。

消
費
者
サ
イ
ド
で
は
テ
レ
ビ
や
書
籍
の
情
報
を
通
じ
、Ｄ

Ｈ
Ａ
、ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、コ
エ
ン
ザ
イ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素

材
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、市
場
拡
大
に
寄
与
す
る
。こ
れ
ら
の
素

材
の
多
く
は
機
能
の
科
学
的
根
拠
を
有
し
て
お
り
、単
な
る

ブ
ー
ム
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
が
り
と
ベ
ー
ス
が
あ
っ
た
。さ
ら
に

90
年
代
後
半
か
ら
は
商
品
の
低
価
格
化
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
販
売
、テ
レ
ビ
通
販
の
展
開
な
ど
を
通
じ
て
、健

康
食
品
が
さ
ら
に
一
般
化
。新
規
参
入
も
相
次
ぎ
、市
場
は
、

１
兆
円
を
超
え
て
も
な
お
右
肩
上
が
り
が
続
い
た
。

【
第
Ⅰ
期
】混
沌
の
時
代

医
薬
品
的
表
示
や

販
売
手
法
に
厳
し
い
規
制 

【
第
Ⅲ
期
】調
整
の
時
代

問
題
続
き
、市
場
は
冷
え
込
み

大
手
は
総
合
的
な
安
全
対
策
を
講
じ
る

【
第
Ⅱ
期
】成
長
の
時
代

制
度
の
整
備
進
み
、

価
格
や
流
通
も
一
般
化
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■JADMAサプリメント登録制に登録した企業の売上合計

■JADMAサプリメント登録制に登録した企業の売上高の分布図 ※不明・未回答を除く

1億円未満
35.6％

1億円以上
3億円未満
19.4％

1億円未満
33.9％

1億円以上
3億円未満
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3億円以上
10億円未満
18.1％ 3億円以上
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4,713

2011年度

社数：合計160社

2012年度

社数：合計180社

2928

■健康食品市場の推移 （健康産業新聞調べ）

数字で見る健康食品市場の推移

40年で、およそ25倍に成長
草創期は店舗、訪販がけん引

表にはないが、1975年のある調査では当時の健康食

品の市場規模は、500億円弱に過ぎずマイナーな業界

だった。およそ40年を経て市場は25倍の1兆2,000億

円に成長している。

草創期の健康食品市場は、店舗流通と訪問販売がけ

ん引した。店舗では60―70年代の食品公害を経て、各

地に広がった自然・健康食品の専門店と百貨店常設の健

康食品コーナーが主な販売チャネルとなった。業界の形

成もメーカー・卸に加えて、こうした販売店が結集して行

われていく。

70年代から80年代にかけては、訪問販売ルートでも

積極的に健康食品が商材として扱われた。また、この時

支持を集め、健康食品という存在自体の認知も広がって

いく。この通販を核とした勢いは2000年代に入り、さら

に加速。特定の素材に特化した単品訴求やテレビでの

インフォマーシャル（情報兼広告番組）などの手法が広

がり、市場規模は1兆円を超える規模にまで、拡大する。

2005年以後、厚生労働省がアガリクスの安全性への懸

念や大手企業に商品名の改善を求めるなど、業界が冷え

込む問題が続き、市場は横ばい傾向にあるが、引き続き

通信販売を中心に1兆円を超える規模を維持しており、

今後さらなる成長が期待されている。

売上高の推移に見る業界の課題

サプリメント登録制は今回を含め2回の調査を行って

いる。これを比較したのが、上記のグラフとなる。登録社

の合計売上高は、2,668億円から4,713億円に大きく伸

期には国内や外資系のMLM（マルチ・レベル・マーケティ

ング）の企業が展開を開始し、健康食品の販売チャネルと

して広がりを見せる。

90年代に通販大手が登場、市場は急拡大へ

健康食品市場が黄金期を迎えるのは90年代だ。健康

への関心が高まるにつれ、ビタミン、ミネラルなどのサプ

リメントは徐々に一般化。DHAやアガリクスなどのブー

ムもあり、市場は右肩上がりを続ける。

これをけん引したのは、健康食品の新たな流通チャネ

ルとなった通信販売だ。90年代に入ると、通販大手が健

康食品市場に新規参入する。特に高価なイメージもあっ

た健康食品を継続的・日常的に使える価格設定とし、幅

広いラインアップを揃える「低価格路線」では、激しい競

争が続く。一方で、このマーケティング手法は、消費者の

長しているが、これは前年度に登録していなかった大手

が登録したことの影響と考えられる。ただ、合計の売上

高は5,000億円に迫る数字で、市場の約半分を占めてお

り、通販チャネルおよびJADMA会員企業の市場におけ

る影響度の大きさがうかがえる。

一方、売上高の内訳をみると1億円未満が全体の

33.9％で、10億円未満まで含めると64.4％となる。売

上が小さいことで、法令や安全性への対応がおざなりに

なるケースも考えられるため、勉強会や情報発信をさら

に強化する必要性がありそうだ。

一方で、50億円以上の売上規模の企業も増えており、

業界としての厚みが増していることも指摘でき、業界全体

の課題解決に向け、より一層の協調が望まれる。

健康食品の市場は、2012年に1兆1850億円（健康産業新聞調べ）と推計されている。これは一般用医薬品（大衆薬）を超える売り上げ規模で、多くの消
費者の生活に根ざしたアイテムとなっている。市場は80年代終わりから右肩上がりで成長が続き、ここ数年は横ばい傾向だが、超高齢化社会の到来
などの要因で、今後さらに拡大する可能性は高い。健康食品市場の推移を、流通構造の変化とあわせて分析し、過去2回のJADMAの登録制の結果か
ら現状を報告する。
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消費者庁における健康食品の表示規制

3130

国民の健康の保持増進に重大な影響を与える恐れがある場合、当該表示に関し必要な措置をとるべき旨の勧告
（消費者庁長官及び地方厚生局長）

（消費者庁ホームページより抜粋）

正当な理由なく、勧告に係る措置をとらなかった場合、その者に対し当該勧告に係る措置をとるべきことを命令
（消費者庁長官及び地方厚生局長）

命令に従わなかった場合、罰則を適用（6月以下の懲役又は100万円以下の罰金）

何人も、食品として販売に供する物について、その健康の保持増進の効果等に関し、

① 著しく事実に相違する ② 著しく人を誤認させる
ような広告その他の表示をしてはならない。

違反

・ 不十分な連携
・ 景品表示法及び健康増進法の要件効果の違いを十分活用できず。

別々に執行活動を実施

調査

表示対策課

調査

食品表示課

事案の内容に応じ、景品表示法及び
健康増進法の特徴をいかして対処

今 後従 来

表示対策課 食品表示課

食品表示担当班
（表示対策課及び食品表示課の

調査官を常時併任）
による調査

いわゆる健康食品の
健康保持増進効果等
表示に係る事案

いわゆる健康食品の
健康保持増進効果等
表示に係る事案

いわゆる健康食品の健康保持増進効果等
表示に係る事案（端緒情報を共有）

（内閣府ホームページより抜粋）

健康増進法による取締り

食品表示の一元化

広告表示の取締り強化

厚生労働省が所管していた健康増進法は、平成15年の

改正により、虚偽・誇大広告等の取締りに関する規定（第

32条の2及び第32条の3）が整備され、更に、平成16年、

第32条の3に基づく厚生労働省の勧告・命令権限が地方

厚生局長に委任されました。

その後、平成21年9月に消費者庁が創設された際に健

康増進法は消費者庁に移管され、次図のとおり、誇大広

また、消費者庁では、食品3法と言われるJAS法、食品

衛生法、健康増進法の表示に関する規定について、言葉

の定義や解釈が必ずしも統一されていないということ等か

ら、平成23年9月8日以降平成24年8月3日まで12回に

亘り「食品表示一元化検討会」が開催され、主として加工

食品における義務表示の問題について検討が行われてき

ました。その結果、アレルギー表示や栄養成分表示を義務

前記平成25年1月29日の消費者委員会による建議に

対し、消費者庁は、景品表示法と健康増進法の要件、効果

消費者庁では、健康食品の表示の在り方について、平

成21年11月25日から平成22年7月28日まで11回に亘り

「健康食品の表示に関する検討会」が開催され「「健康食

品の表示に関する検討会」論点整理」（平成22年8月27

日公表）が取りまとめられ、消費者委員会に報告されてお

ります。上記「論点整理」において、健康食品の表示の効

果的な規制や適切な情報提供の仕組みについては、一層

の議論が必要であるとして、消費者委員会で更に有識者か

らの意見を聴取するなどして、「「健康食品の表示等の在

り方」に関する考え方」が取りまとめられ平成24年6月5日

告に関して違反が疑われるものについては、①都道府県等

（保健所など）、地方厚生局又は消費者庁が、調査（検査・

収去等）を行い、事業者等へ改善を指導、②事業者等が指

導に従わず、国民の健康の保持増進に重大な影響を与え

るおそれがある場合には、地方厚生局又は消費者庁が勧

告、命令を行うこととされています。

化すること等を軸とし、調査権や罰則等の法執行を盛り込

んだ「新食品表示法」を制定することとし、平成24年8月

27日の消費者委員会において、上記「食品表示一元化検

討会」の結果を報告し了承が得られております。

これにより、「新食品表示法」の制定に向けて今国会に

上程され成立する見通しと思われます。

を生かしながら虚偽・誇大な広告を取り締ることとし、連携

強化の具体策について次の説明を行っています。

に公表されました。

その後、消費者委員会では、再度有識者との意見交換

を行うなどした結果、健康食品の表示・広告の適正化に向

けた取組の強化等を図る必要があるとして、平成25年1

月29日の消費者委員会において、「健康食品の表示等の

在り方」について建議され、同建議への対応について、内

閣府特命担当大臣（消費者）及び厚生労働省に対し、平成

25年7月までにその実施状況の報告を求めることとなりま

した。

健康の保持増進効果等についての虚偽・誇大広告等の表示の禁止 （健康増進法第32条の2、第32条の3関係）平成15年8月29日施行

いわゆる健康食品の健康保持増進効果等表示に係る違反事件の連携調査

1 違反事件の連携調査（「参考資料」参照）
① 表示対策課及び食品表示課の調査官を常時それぞれの課に併任させた上、食品表示担当班を設け、いわゆる健康食品の健康保

持増進効果等表示に係る事案については、食品表示担当班におけるこれらの調査官が連携し、景品表示法及び健康増進法の両
法の違反事件として調査に当たることができる体制を整える。

② いわゆる健康食品の健康保持増進効果等表示に係る事案について、インターネット監視業務での情報を含めて、表示対策課と食
品表示課において端緒を全面的に共有し、一元的に食品表示担当班に配分する。

③ 食品表示担当班においては、景品表示法及び健康増進法の特徴をいかしつつ、事案の内容に応じ、商品等供給主体（商品又は役
務を供給する事業者）及び広告媒体（自ら商品又は役務を供給しない出版社、広告代理店、ショッピングモール等の事業者）に対
し、景品表示法及び健康増進法による調査を行う。

2 インターネット監視業務の情報の共有化
現状、いわゆる健康食品の健康保持増進効果等表示であって、法違反のおそれのあるものについて、法違反を未然に防止するため、
表示対策課では景品表示法の観点から注意を喚起する電子メールを、食品表示課では健康増進法の観点から改善を要請する電子
メールをそれぞれ発出しており、片方の法律の観点にのみ基づいたものとなっている。今後は、法違反のおそれのある表示に関する情
報を共有し、景品表示法及び健康増進法の両法の観点に基づいた対応を行う。

（内閣府ホームページより抜粋）
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